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平成 30 年度 

発行：興南中学校 

第１０号 

 １２月、今年も残すところあとわずか♪１２月も様々な行事を行い、楽しい思い出をたくさん作ることが出来ましたね！ １２日に

は芸術鑑賞会があり、２０日には生徒会主催行事があり♪楽しい思い出が日々増えていきますね☻ (紙面が限られているの

で、生徒会主催行事の写真はまた今度！) また、１学年と３学年の学年レクもありましたね♪保護者の方の参加も多く、とても

嬉しく感じました！生徒の皆さんは少しだけ照れ臭い思いもあったかもしれません。ただ、勉強に部活動と日々の生活も忙しく

なる中、このように保護者の方と共に体を動かす機会は大切だと思います☻ これからも、一つ一つ目の前にあることに全力で

楽しんでいきましょうね！！ 

 さて、来週から冬休みです！家族や友人との時間を大切にしつつ、宿題も計画的に行ってくださいね♪ 

  

あらしのよるに 

１くみ 

「責任感や助け合いの精神」 

― 「凡事徹底」でひとり一人が自覚・自立を果たそう ― 

 

中学教頭  仲尾次尚子 

 

「平成」最後の 2学期が終わろうとしています。興南中学校の皆さんにとって、どのような１年でしたか。  

去る 12 月 12 日、2018 年の世相を表す漢字に「災」が選ばれたと発表されました。 確かに 2018

年は自然災害の多い１年でした。地震、台風、豪雨、猛暑などの「天災」も印象に残っていますが、スポー

ツ界の問題、大学の不正入試問題なども発覚し、多くの人がこれらの出来事を「人災」と捉えた結果のよ

うです。  

自然災害の一方で「ボランティア」の人々にも注目が集まりました。今年を振り返ると、ひとり一人が自

覚・自立し「凡事徹底」すること、そして責任感や助け合いの精神が必要だということに改めて気づかされ

ました。この世の中は、人々の助け合いで成り立っています。ひとり一人が周りの人々を助けず、責任感や

自覚が薄れていくと、結果として集団は思わぬ方向へ向かってしまいます。 

 

興南中学校の皆さんひとり一人も、いろいろな出来事があったと思います。学習や部活動に日々励んだ

１年だったと思いますが、「ラッキーだった」や「災難だった」と思う前に、なぜそうなったかを振り返ることが

大切です。 ２学期の日々を「凡事徹底」し、一日一日をおろそかにせず大切に過ごせましたか？ 今年の

経験はきっと来年に生きてきます。充実した新しい一年にするためにも、自分を労りながら少しだけ考えて

みてください。ひとり一人が自覚・自立し、クラスメイト、周りの皆に気を配り、助け合いの精神を持つこと

で、クラスがそして学年全体がひとり一人の成長にとって、もっと良い環境になっていきます。 そして、「感

謝の気持ち」も芽生え、「心の成長」につながります。 

2 学期もよく頑張りましたね。また、来年、元気な顔で会うことを楽しみにしています。「佳いお年」をお迎

えください。 

３くみ 


